
☆
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
た
か
？

休
み
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
す
ね
。

我
が
家
で
は
、
嫁
さ
ん
の

兄
が
、
二
九
日
〜
一
月
一
日

ま
で
、
子
ど
も
二
人
を
連
れ

て
急
に
来
る
こ
と
に
な
り
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
や
、

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
へ
の
同
行

で
大
変
で
し
た
。

義
兄
は
、
高
校
卒
業
以
来

勤
め
て
い
た
大
分
県
中
津
市

の
自
動
車
部
品
関
連
の
会
社

を
（
一
月
一
日
で
六
〇
歳
）

定
年
退
職
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
同
期
入
社
は
三
〇
人

で
一
人
だ
け
退
職
し
た
よ
う

で
す
が
、
四
十
二
年
間
、
す

ご
い
定
着
率
で
す
ね
。

二
月
一
杯
休
暇
が
あ
り
、

三
月
か
ら
再
雇
用
で
働
く
よ

う
で
す
。

☆
年
末
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
、

「
入
れ
墨
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

で
処
分
を
受
け
た
竹
下
さ
ん

の
処
分
取
り
消
し
を
求
め
る

裁
判
の
訴
状
が
届
き
ま
し
た
。

第
一
回
公
判
が
二
月
一
四

日
（
水
）
午
後
一
時
三
〇
分

か
ら
、
大
阪
地
裁
八
〇
九
号

法
廷
で
行
わ
れ
ま
す
。
法
廷

を
埋
め
る
大
結
集
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
高
校
ラ
グ
ビ
ー
は
大
阪
勢

二
校
が
決
勝
に
勝
ち
上
が
り
、

東
海
大
学
付
属
仰
星
高
校
が

後
半
に
逆
転
し
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
大
阪
勢
が
決
勝
に

進
む
の
は
二
度
目
の
事
に
な

り
そ
れ
ぞ
れ
が
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
示
し
ま
し
た
。

大
学
ラ
グ
ビ
ー
は
帝
京
大

学
が
九
連
覇
し
、
層
の
厚
さ

を
示
し
ま
し
た
。
帝
京
・
明

治
共
に
大
阪
朝
鮮
高
級
学
校

の
卒
業
生
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、
明
治
の
二
番
に
は
朴
選

手
が
先
発
出
場
し
ま
し
た
。

又
、
裏
ラ
グ
ビ
ー
と
言
わ

れ
る
九
州
で
行
わ
れ
た
「
サ

ニ
ッ
ク
ス
ラ
グ
ビ
ー
」
で
も
、

北
陽
高
校
が
準
優
勝
で
大
阪

産
業
大
学
付
属
高
校
は
三
位

に
な
り
ま
し
た
。

近
畿
大
会
の
大
阪
府
予
選
、

大
阪
朝
鮮
高
級
学
校
は
、
大

阪
産
業
大
学
付
属
高
校
と
の

決
勝
戦
に
な
る
よ
う
で
、
今

年
一
年
を
予
測

す
る
大
事
な
試

合
に
な
り
ま
す
。

中
学
生
の
全

国
大
会
は
東
大

阪
中
級
学
校
か

ら
二
人
が
選
出

さ
れ
、
大
阪
府

の
選
抜
メ
ン
バ
ー

が
全
国
優
勝
を

勝
取
っ
た
。

ガ
ン
バ
レ
！

朝
高

負
け
る
な
！

朝
鮮
学
校

高
校
無
償
化

勝
取
る
ぞ
！
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